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協
会
は
第
八
回
席
在
理
事
会
を

一
月
二
四
日
（
水
）

年
後
四
時
か
ら
六
時
ま
で
東
京
青
山
の
日
中
経
古
協

会
会
議
室
で
開
催
、
協
会
訪
中
団

（
一
月
二
日
か
ら

十

一
日
、
団
長
有
山
素
者
会
長
、
団
員
小
川
智
拭
、

相
馬
肌
和
、
鈴
木
昭
着
幹
事
、
法
戸
峡
■
務
局
長
）

の
報
告
を
受
け
了
承
す
る
と
と
も
に
四
月
に
派
道
す

る
協
会
代
表
団
訪
中
、
そ
の
他
の
議
題
を
審
設
し
た
。

出
席
者
　
有
出
来
者
会
長
、
赳
智
男

一
、
茅
誠
司
、

橋

口
隆
吉
、
野
上
茂
昔
郎
常
任
理
事

井
上
春
成
監
事

小
川
智
哉
、
相
馬
胤
和
、
鈴
木
昭
憲
幹
手

村
瀬
武
士
参
与
、
漆
戸
敗
事
務
局
長

一
、
協
会
代
表
団
訪
中
に

つ
い
て 全

般

。
各
部
門
で
本
格
化

C l い
全

0●

中

科

学

技

術

（ご
連
絡
）

日
中
科
学
技
術
交
流
協
会
事
務
局

木
京
都
港
区
六
本
木
，
の
十
六
の
二
三

タ

ウ

ン

，
―
卜
木

本

木

三

〇

七

電
　
話
　
Ｏ
工

（ｉ
八
十
）
人
七

一
〇

日
中
科
学
技
術
交
流
は

協
会
訪
中
団
は
主
な
学
会
（理
・工
，農
・医
）
で
構
成

第
八
回
常
任
理
事
会

事

協
会
は
日
や
村
学
技
術
交
流
が
飛
昭
的
に
発
展
す

る
年

に
あ

た
り
、
性
年
九
月
、
中
国
科
学
院

か
ら
招

話
を
受
け
た
代
表
刷
を

四
月
二
八
日

（
…ｌｌｉ
）

か
ら
約

二
週
側
派
遣
す

る
。

団

の
構
成
は
、

わ
が
国

の
理
学
　
工
学

ｏ
捜
学

医

（
薬
）
学
に
お
け
る
主
な
学
会

の
代
去
的
な
人
に

よ
り
、
今

回

の
訪
中
で
こ
の
部
門

の
変
流
を
本
作
的

に
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

人
題

に

つ
い
て
は
、
ヤ
“
理
＝
会
が
京
仁
を
持
ち

必
要
な
部
円
に

っ
い
て
は
理
■
と
相
談
す

る
。

二
、
今
年
の
交
流
に
つ
い
て

協
会
訪
中
団
が
や
国
科
学
院
、
い
口
科
学
技
術
協

会
、
中
国
国
家
科
学
技
術
宏
員
会
　
術
生
部
、
い
国

農
学
会
、
中
争
医
学
会
、
十
日
宇
宮
航
空
学
会
　
旅

山
公
司
　
ハ
ル
ピ
ン
造
船
大
学
及
中
日
友
好
協
会

中
国
国
際
旅
行
社
と
打
合
せ
て
来
た
次
の
話
課
題
に

っ
い
て
は
、
全
般
的
な
も
の
は
全
体
で
、
理
、
工
、

農
、
医
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
行
う
。

協
会

訪

中

団

打

合

せ
事

項

（
》
は
打
合
せ
先

般

協
会
代
表
団
訪
中

（
中
国
科
学
院
）

日
本
で
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議
、
学
会
、　
シ

ン
ポ
ジ

〓
ウ
ム
に
中
国
か
ら
の
参
加
に
つ
い

て

（
中
国
科
学
院
）

中
国
科
学
晋
及
事
栄
総
合
視
察
団
訪
日
―
現

代
的
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
設
立
―
　

（
中
国

国
家
科
学
技
術
委
員
会
、
中
国
科
学
技
術
揚

会
）
日
本

の
科
学
　
技
術
者
が
旅
行
社
の
受
入
れ

で
中
国
科
学
技
行
関
係
訪
岡
旅
行
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
　

（や
国
国
際
旅
行
社
）

科
学
技
術
交
流
の
通
訳
表
成
の
た
め
に
日
本

か
ら
研
修
生
を
中
国
に
派
遣
す
る
件

　

（
中

国
科
学
院
、
中
日
友
好
協
会
）

周
者
源
中
国
科
学
院
副
院
長
、
奏
力
生
中
国

科
学
院
副
秘
督
長
、
と
新
民
中
国
宇
宮
航
空

学
会
理
事
長
の
来
日
護
演
集
の
発
行

　

（
中

国
科
学
院
、
中
国
宇
宮
航
空
学
会
）

中
国
代
表
団
、
視
察
回
、
研
修
生
の
た
め
の

日
本
視
察
旅
行
案
内
の
作
成

　

（
中
国
科
学

院
、
中
日
友
好
協
会
、
中
国
国
際
旅
行
社
）
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理

　

　

学

い
　
共
同
研
究
　
　
大
文
字
　
回
体
物
理
学
　
宇

宮
総
研
究
　
核
融
合
プ
ラ
ズ
マ
研
究
　
引
力

波
研
究
　
地
震
予
知
研
究

　

（
”
国
科
学
院
）

０
　
赤
外
線
検
知
、
半
導
体

レ
ー
ザ
ー
、
半
導
体

マ
イ
ク
ロ
波
素
子
の
日
本
科
学
　
技
術
者

の

紹
介
と
訪
中
話
演

　

（
付
国
電
子
学
会
》

工

　

　

学

い
　
中
国
字
宙
技
術
祝
察
団
訪
日
　

（
中
国
宇
付

航
空
学
会
　
燕
山
公
司
）

０
　
人
二
術
星
制
御
に
関
す
る
共
同
研
究
と
技
術

協
力

　

（
や
国
宇
官
航
空
学
会
）

０
　
ヨ
ン
ビ

ユ
ー
タ
ー
設
計
の
祝
察
と
相
互
研
究

発
表

　

（
中
国
科
学
院
計
算
技
術
研
究
所
〉

０
　
滋
性
関
係

の
日
本
科
学
　
技
術
者
の
訪
中
設

演

　

（中
国
宇
笛
航
空
学
会
）

０
　
ハ
ル
ピ
ン
造
裕
大
学
教
育
視
察
園
訪
日

（
ハ
ル
ぜ

ン
造
船
大
学
）

学

中
国
科
学
院
営
業
■
学
代
表
団
訪
日
と
日
本

農
業
科
学
代
表
団

（
仮
称
）
訪
■
　
１
営
業

現
代
化
総
合
科
学
試
験
と
地

（い
田
湖
南
有

桃
源
県
）
建
設
―
　

〈中
国
科
学
暁
》

の
訪

日
、
訪
中

　

（
中
国
科
学
院
植
物

研
究

所
）
と
化
学
研
究
試
業

の
交
流

　

（中
国
中

学
院

Ｍ
物
研
究
所
）

資
菌
類
商
品
化
産
技
術
祉
家
団
訪

日

　

（中

国
国
家
＝
学
技
術
委
員
会
　
や
田
合
作

総
社
）

日
本
農
栄
関
係
学
術
団
体
と
刊
行
物

の
変
換

（
中
国
胆
学
会
）

一
、

会

計

報

告

一
九
七
八
年
四
月

一
日
か
ら
十
二
月
二

一
日
ま
で

の
会
計
報
告
を
受
け
た
。

二
、

会

員

と

賛

助

会

員

一
月
二
十
日
現
在
、
全
員
三
八

一
名
、
資
助
会
員

八
二
社
の
報
告
を
受
け
た
。

有
山
会
長

郎
小
平
副
総
壇
、
方
数
副
総
理
一
行
を
見
送
る

郎
小
平
副
総
理
は
力
毅
副
総
理
と
と
も
に
米
国
訪

阿
を
終
え
帰
国
の
途
中
、
二
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で

わ
が
国
を
訪
ず
れ
、
大
平
首
相
、
福
田
前
首
相
は
じ

め
政
府
首
脳
と
会
設
、
こ
れ
に
よ
り
日
中

の
き
づ
な

は
さ
ら
に
強
ま

っ
た
。

有
山
会
長
は
郎
副
総
理
、
力
副
総
理

一
行
が

二
月

八
日
朝
帰
国
す
る
に
さ
い
し
羽
田
空
港
で
見
送

っ
た

い
 農

０
　
車
原
　
Ｉ
熱
市
森
林
生
態
学
の
■
学
研
究
者

ロ働四内

学

や
田
全
国
針
炎
針
麻
学
術
討
諭
会
に
日
本
か

ら
科
学
研
究
者
、
十
三
名
を
招
待

　

（
中
華

医
学
会
、
術
と
部
）

武
見
太
郎
日
本
医
師
会
会
主
の
訪
中
招
待

（中
率
医
学
苓
じ

医
学
者

の
訪
日
、
訪
”
、
州
互
訓
演
と
米
同

研
究

　

（
■
華
医
学
会
）

中
国
針
灸
尿
型
代
表
回
訪
日

　

（
中
国
国
家

科
学
技
術
委
員
会
、
価
生
部
）

中
国
人
工
心
臓
規
第
田
訪
日
　

（
中
国
国
家

科
学
技
術
委
員
会
、
術
生
部
）

中
国
老
人
病
　
老
人
医
学
代
表
団
訪
日

（
中
国
国
家
十‐
学
技
術
秀
瓜
会
、
術
生
∪

新
抗
■
物
質
研
修
■
の
日
本
派
遣

　

（
中
国

国
家
科
学
技
術
冴
員
会
、
術
生
部
）

報
　
　
告

訃

報

会
員
　
神
山
貞
三
氏

（鉱
出
地
質
学
　
国
際
資

温
秩
式
会
社
顧
問
）
は

一
月
二
四
日
す
い
騒
痛

の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。

神
山
貞
二
氏
は
生
前
、
東
京
地
学
協
会
と
中
国

と
の
交
流
に
大
変
な
恕
意
で
ご
尽
力
さ
れ
た
。

■
年
六
八
才
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協会訪中団、方毅副総理と会見

力
毅
刑
紺
■
は

一
月
九

Ｈ

（
太
」
十

１１１１
卜
‐‐―

か
ら

，

一
叫
川
■
分
よ
で
人
民
大
会
■
で
向
公
訪
”
阿
川

長
な

――Ｉ
Ａ
に
　
四
名

の
川
ｈ
令
典
と
親
し
く
会
兜

し

た
ぃ会

見
に
は
中
国
科
学
佐
か
ら
川
■
加
劇
岐
長
　
那

打
外
ｊ
府
民
、
性
本

―――
外
■
的
女
“
を
、
ハ
谷
嵐
外

“
け

ア
ツ
ア
　

ア
フ
リ
カ
処
長
ら
が
同
席
し
た
。

会
談
は
力
穀
副
総

即
が
訪
■
刷
に
飲
迎

の
≡
☆
を

述
べ
、
右
山
会
長
が
巾
回
訪
円
中
歓
待
を
受
け
た

こ

と
に

つ
い
て
感
謝

の
意
を
表
し
さ
ら
に
日
■
＝
キ
社

術
交
流
協
会
設
立
ま
で
の
経
過
を
説
明
し
た
後
　
次

の
こ
と
に

つ
い
て
行
わ
れ
た
。

一
、
米
向
研
究
に

つ
い
て

一、
科
学
技
術
と
資
況

の
和
Ｉ
綺
先

二
、
日
”
村
学
技
術
交
流
に
お
け
る
話
学

の
問
処

と
機
十
前
峰
化
や

エ
ス
ペ
ラ
フ
ト
の
問
題
点

四
、
日
本
で
開
推
さ
れ
る
国
際
会
設
　
学
会

　

シ

ン
■
ジ

ュ
ウ

ム

ヘ
の
参
加

え
、

―‐―
中
科
学
技
術
交
流

の
政
府
、
民
間

の
関
係

六
、
プ
ラ
ン
ト
導

入
に
関
す
る
Ｌ
行

の
問
題

七
、
ナ
粧
想

に
よ
る
日
中
学
術

セ
ン
タ
ー

人
、

日
中
科
学
技
術
交
流
協
会
代
表
団
訪
中

ま
た
方
数
副
総
処
は
昨
年
十
月
　
郎

小
平
Ｓｌ
総

早

が

日
本
を
訪
阿
し
た
時
、
九
月
　
周
格
源
副
此
真
を

印
長
と
す
る
中
国
科
キ
院
代
表
田
が

日
本
を
訪
阿
し

た
時
に
受
け
た
Π
本

で
の
あ
た
た
か
い
歓
迎
に
対

し

中
国
人
氏
が

心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
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協

会

訪

中

国

と

中

国

関

係

部

門

の

会

談

・
会

見

名

簿

国
務
暁
　
方
教
副
総
理

中
国
朴
学
院
　
周
常
源
副
院
長
、
巌
済
志
副
院
長

加
す
外
事
局
長
、
経
示
山
外
事
局
責
任

者
、
過
興
先

一
局
貴
■
を
、
章
洪
深
二

局
責
任
者
、
石
山
農
業
支
援
介
公
堂
主

行
　
方
均
外
事
局
国
際
会
議
責
ｉ
者
、

余
谷
風
外
手
ヽ
ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
処
三

姓
価
■
、
丁
学
泉
幹
部
、
今
肋
園
二
局

や
部
、
徐
和
平
　
工
暁
鳴
外
草
局
敗
員

技
郭
族
若
院
長
　
手
立
祥
夫
人
、
卓
廷
芳
秘
ど

中
国
国
家
科
学
技
術
委
員
会
　
工
明
副
主
任
、
巌

宏
謀
外
手
局
責
■
者
、
侃
信
興
外
■
局

処
責
れ
者
　
田
兵
外
事
局
幹
部

中
国
科
学
技
術
協
会
　
家
躍
生
副
主
所
、
工
政
、

島
岩
妥
国
際
部
京
に
者
、
口
兵
件
部
、

金
お
ｉ
、
二
瑞
曲
、
寧
郎
即
取
Ｒ

中
国
農
学
会
　
揚
顕
東
型
■
長
、
徐
許
理
事
、
劉

志
仁
材
ど

■
華
医
学
会
　
銭
信
忠
会
長
、
陳
致
明
副
会
長
、

属
宝
忠
副
秘
書
長
　
程
克
如
価
生
部
外

事
局
副
局
長
、
亜
主
目
責
“
者
、
孟
慶

之
幹
部
、
顔
平
安
、
局
心
寛
職
員

中
日
友
好
協
会
　
孫
平
化
副
全
二
、
取
連
玉
争
部

中
国
国
際
旅
行
社
　
長
雨
副
社
長
、
陳
志
娼
幹
部

”
国
科
学
佐
物

川
研
究
所
　
施
加
れ
所
支

中
同
科
学
院
化

■
Ｉ１
０
研
究
所
　
郎
木
派
側
所
長

”
国
科
学
悦
半
導
研
究
所
　
小
問
英
副
所
長

中
国
科
ヤ
陀

Ｆ
…―
研
杜
術
研
究
所
　
内
慶
加
劇
研
究

【

中
国
科
学
院
動
物
研
究
所
　
振
敦

一
副
所
長
、
呉

政
安
研
究
者

中
国
科
学
暁
加
物
研
究
所
　
湯
価
松
刷
所
長

中
国
十
七
血
空
ヤ
会
　
ｆ
道
力
■
務
処
小
、
謝
光

赳
■
国
宇
付
技

術
研
究
悦
副
院
長
、
店

汁
安
支
城

工
米
公
日
剤
総
経
＝
、
付
用

辰
、
押
肥
央
中
国
宇
出
抗
々
学
会
職
員

れ
山
公
司
　
栗
有
山
融
側
、
■
官
世
れ
、
陸
激
技

術
発
展
部

エ
ン
ラ

ニ
ア
　
正
勉
対
外
連

怖
技
作
者
、
朴

米
Ｍ
取
民

ハ
ル
ビ

ツ
造
附
大
学
　
ｉ
松
加
学
妥
、
倣
寛
助
数

概
、
列
米
年
前
師
、
宋
毅
英
外
＋
弁
公

ま
ま
れ
を
、
超
杉
冊
■
回
裕
加
工
米
公

『
般
的

そ

の
他
協
会
わ
中
国
は
、
川
総
処
記
念
捉
、
北
京

大
学
、
鋼
鉄
学
院
、
中
国
ｔ

子
学
公
、
中
国
金
属
学

会
を
訪
門
し
た
。

ま
た
訪
”
回
は
日
本
大
使
館

に
＝
亡

一
公
使
を
訪

ね
Ｈ
や
科
学
技
術
変
流
に

つ
い
て
紺
談
し
た
。

中
国
科
学
院
、
■
４
医
学
会
、
■
国
十
宮
航
々
学

会
、　
ハ
ル
ビ
ッ
造
肺
大
営
は
協
会
訪
中
団
に
そ
れ
ぞ

れ
心
の
こ
も

っ
た
依
迎
ア

を
開
継
し
た
。

脇
会
訪
や
印
は
帰
国
に
さ

い
し
感
耐

の
意
を
こ
め

て
な
礼
宅

を
行

っ
た
。
答
礼
宮

に
は
周
打
源
中
国
科

学
暁
劇
院
長
、
地
如
ヽ
物
理
研
究
所
長
、
共
既
生
中

田
科
学
技
術
協
会
副
上
席
、
中
国
国
家
科
学
技
術
委

員
会
、
中
国
農
学
会
　
中
車
医
学
会
、
中

日
友
好
筋

会
、
中
国
国
際
旅
行
社
　
中
国
科
学
院
半
導
体
研
究

所
、
ｉｌ
算
技
術
研
究
所
、
動
物
研
究
所
、
植
物
研
究

所
、
中
国
午
甘
航
空
学
会
、
中
国
電
子
学
会
、
い
国

金
属
キ
会

　

ハ
ル
ピ

ン
造
船

大
学
、
鋼
鉄
学
院
の
ま

任
者
と
工
廷
方
先
■
が
出
席
さ
れ
た
。

Ｈ
本
大
彼
館
か
ら
は
件
正

一
公
使
が

参
加
さ
れ
た

脇
会
訪
【
団
到
者
と
帰
国

の
さ

い
北
京
空
港

で
中
国

科
学
院
加
有
源
副
暁
長
　
郭
【
孫
化

工
冷
金
研
究
所

副
所
長
　
仰
打
外
車
局
長
、
笙
奏
山
外
事
局
責
に
者
、

工
廷
ナ
氏
ら

の
手
厚

い
出
迎
え
と
見
送
り
を
受
け
た
。

ま
た
二
月
二
十
日
来
日
す

る

ハ
ル
ビ

ン
上
船
大
学

ｉ
松
加
学
長

一
行
も
訪
【
団
を
見
送

っ
た
。

日
本

学
士
院

百
年
記

念
行

事
参
加
て

中

国
科
学
院
代

表

団
が
来

日

日
本
学
士
院
は
百
周
年
を
迎
え
た
が
、
こ
れ
を
記

念
す
る
行
事
に
世
界
各
国
関
係
村
学
ア
カ
デ
ミ
ー
を

把
特
し
た
。

い
国
科
学
院
は
こ
の
招
待
を
受
け
、　
一
月
十
五
日

か
ら
二
六
日
ま
で
、
床
水
基
中
国
科
学
院
地
球
物
興

研
究
所
責
任
者
、
加
汀
外
ュ
局
長
、
班
侃
ボ
外
す
”

幹
部
か
ら
な
る
代
浜
□
を
派
遣
し
た
。
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ま
た
中
国
社
会
科
学
院
か
ら
も
胡
喬
木
院
長
を
団

長
と
し
谷
羽
大
人

（中
国
科
学
院
計
画
月
長
）
、
Ｈ

月
瓶
外
国
文
学
研
究
所
員
、
六
Ｌ
末
秘
言
を
Ы
Ｈ
と

す
る
代
表
団
も
来
日
し
た
。

天
皇
性
下
は

一
月
十
八
日
４
回
の
代
表
と
会
見
じ

た
が
、
こ
れ
に
胡
喬
木
、
陳
宗
基
の
両
氏
が
出
席
し

た
。日

中
文
化
交
流
協
会
と
当
協
会
は
共
同
で
一
月
二

二
日
、
，
国
社
会
科
学
院
、
中
国
科
学
院
代
表
団
の

飲
迎
宴
を
開
催
し
た
。
欲
迎
宴
に
は
才
誠
司
日
■
協

会
代
表
世
話
人
　
協
会
併
任
型
車
、
和
之
市
夫
日
本

学
士
院
長
　
協
会
常
任
理
事
　
代
見
康
冷
日
本
学
術

会
議
会
党
　
協
会
会
員
、
増
田
四
郎
日
本
学
術
振
興

会
議
や
著
名
な
自
然
科
学
、
大
文
社
会
科
学
の
方

々

や
出
版
、
報
道
関
係
者
が
出
席
し
た
。
ま
た
政
府
か

ら
も
文
部
省
、
通
産
省
工
業
技
術
院
、
ヽ
学
技
術
庁

外
務
省
か
ら
責
任
者
が
出
席
し
た
。
歓
迎
会
で
は
宮

川
日
中
文
化
交
流
協
会
副
理
事
長
が
摸
沙
を
し
、
有

山
会
長
が
乾
杯
の
言
頭
を
と

っ
た
。

胡
喬
本
院
長
は
中
国
社
会
科
学
院
、
，
国
中
学
院

代
表
岡
を
代
表
し
謝
辞
を
述
べ
た
。

中
国
科
学
院
代
表
団
は
日
本
学
士
院
記
念
行
■
に

参
加
し
た
の
ち
科
学
社
術
庁
、
通
産
省
工
業
技
術
院
、

日
本
学
術
会
議
、
日
本
学
術
振
興
会
、
東
京
大
学
、

京
都
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
及
研
究
施
設
、
科
学
機

器
製
造
工
場
、
月
中
友
イ
協
会
全
国
本
部
　
日
中
文

化
交
流
協
会
、
日
中
経
済
協
会
、
日
本
国
際
貿
易
促

進
協
会
、
当
協
会
を
訪
門
し
た
。

中
国
社
会
科
学
院
、
中
国
科
学
暁
代
表
聞
は
帰
国

に
き
い
し
二
子
日
夜
、
碑
大
な
外
礼
■
を
行
い
、
新

ら
た
な
友
情
を
た
づ
さ
え
抑
田
し
た
ド
‐
‐
―
‐

中
国
全
国
針
灸
針
麻
学
術
討
論
会

ヘ

日
木
代
表
団

・
十
三
名
が
参
加

”
国
全
国
針
灸
針
原
学
術
討
論
会
は
既
報

の
通
り

今
年

の
六
月

一
日
か
ら
五

日
ま

で
北
京
市
で
岬
性
さ

れ
る
が

こ
の
比

こ
の
会
前

に
日
本
か
ら
参
加
す

る
科

学
者
、
医
学
イ
十
三
名
が
決
ま

っ
た
。

日
本
代
表
団
は
Ｉ
力
三
十
日
に
出
発

し
、
討
論
会

に
参
加
す
る
と
共
に
肘
ｍ
会
終
了
後
、
中
国
ユ
世
界

か
ら
参
加
し
た
科
学
者
、
医
学
者
と
と
も
に
三
カ
画

に
わ
か
れ
約

一
辿
側
”
田
各
地
を
訪
問
し
舟
同
す
る

日
本
代
表
口
名
静

加
川
　
貞
男
　
北
里
大
学
教
授
、
精
１１１
医
学
研
究

所
室
長

池
園
悦
太
郎
　
東
京
医
朴
歯
和
大
学
激
授

市
岡
　
正
道

　
　
　
　
″

神
山
　
守

大

す
本
林
大
学
教
授

木
下
　
帖
都
　
日
本
針
灸
師
会
長

下
地
　
恒
毅
　
新
現
大
学
激

授

声
沢
　
勝
功
　
筑
波

大
学
教
授

高
木
雌
太
郎
　
名
古
氏
市
立
大
学
長
、
日
本
針
灸

医
学
会
長

武
Ｉ
　
千
冬
　
昭
和
大
学
教
授

橘永
山
兵
頭
山
村厳

信

忠

中

叢

医
学

会

長

・

衛

生

部

副

部

長

来

日

銭
信
忠
い
〓
医
学
会
長
は

一
月
、
団
を
卒
い
厚
生

省
と
日
本
赤
十
字
と
の
招
待
を
受
け
来
日
し
た
。

銭
会
長
は
厚
生
省
、
日
本
赤
十
年
と
と
の
友
好
関

係
を
促
進
す
る
と
と
も
に
武
見
太
郎
日
本
医
師
会
長

熊
谷
洋
日
本
医
学
会
長
や
多
く
の
医
学
関
係
者
と
会

談
し
ま
た
日
本
の
主
な
都
市
と
病
院
、
医
療
機
械
製

造
工
場
を
参
回
し
二
月
二
日
帰
国
し
た
。

日
本

学

術

振

興

会

代

表

団

が

訪

中

日
本
学
術
振
興
会
は
中
国
科
学
院
の
招
き
で

一
月

十
五
日
天
裁
勲
理
事
長
団
長
、
杉
二
郎
常
務
理
事

協
会
常
に
理
事
副
団
長
の
代
表
団
を
派
遣
し
た
。

方
毅
副
総
理
は

一
月
十
九
日
代
表
団
と
会
見
し
、

日
本
学
術
振
興
会
第

一
ＥＩ
代
表
団
に
欧
迎
の
意
を
述

べ
今
後
よ
り
協
力
し
合

っ
て
日
中
学
術
交
流
を
進
展

さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
訂
合

っ
た
。

田
村
二
郎
協
会
常
任
理
事
が
代
表
国
員
で
訪
中
し

た
。

東
京
大
学
医
学
部
附
属
分
幌
科
長

京
都
な
浦
研
究
所
長

大
阪
医
科
大
学
教
授

東
京
大
学
医
学
部
長
、
日
本
針
灸

治
康
学
会
長

秀 正 烹 直
夫 義 造 矢
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お

知

ら

せ

一、

入
会

金

云
不
費

の

振

込

と

領

収

書

会
肖
、
費
助
会
賞
各
位
の
入
会
金
　
会
書
の
納

入
は
な
る
べ
く
銀
行
、
郵
便
振
込
に
て
お
願

い
中

し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
お
坂
込
い
た
だ
い
た
場
合
は
振
込
世
を

も

っ
て
碩
収
書
に
さ
せ
て
下
き
る
よ
う
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
協
会
領
収
書
が
ご
必
要
の
さ
い
は

す
ぐ
お
送
り
し
ま
す
の
で
そ
の
際
は
ま
こ
と
に
恐

摘
に
存
じ
ま
す
が
ご
連
絡
お
願
い
中
し
あ
げ
ま
す

一
．

議

演

集

発

行

咋
午
協
会
が
招
い
た
中
国
科
学
院
代
表
国
の
周

岩
源
副
院
長
、
茶
力
ｉ
副
秘
普
長
と
中
国
宇
百
航

空
学
会
参
観
倒
の
任
新
真
型
事
長
の
誌
涼
集
を
お

送
り
し
ま
す
。
な
お
多
少
在
庁
が
あ
り
ま
す
の
で

さ
ら
に
御
必
要
の
方
に
は
次
の
頌
布
価
格
で
お
わ

け
し
ま
す
。
会
真
五
百
円
　
井
会
員
七
首
円
。

三
．

来

Ｂ

中

国

代

表

団

視

察

回

研
修

生

用

中

国

語

版

日

本

旅

行

案

内

こ
の
旅
行
案
内
は
科
学
技
術
庁
、
経
済
企
ｍ
庁

平
凡
社
、
日
本
交
通
会
社
等
か
ら
資
料
の
協
力
を

い
た
だ
き
中
国
か
ら
来
日
す
る
人
荘
か
む
だ
な
く

日
本
視
察
旅
行
を
す
る
た
め
作
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
こ
の
日
本
視
察
旅
行
禁
内
を
利
用

す
る
中
国
関
係
方
面
の
方
々
の
要
望
も
聞
き
、
四

月

一
日
発
行
を
目
神

に
抑
術
し
て
お
り
ま
す
。

四

中
国
全
国
針
灸
針
麻
学
術
討
論

会
に
自

費
に
よ
る
参

加
の
件

協
会
は
中
華
ほ
草
会

に
向
力

に
よ
る
希
望
者
も
参

加
出
来

る
よ
う
門
合

せ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度

の

協
会
訪
中
団
が
中
↓
医
学
会
と
会
談
し
た
結
来
、
受

入
条
■

（
宿
合
、
会
議
参
加
者
数
）

で
今
回
は
不
可

能

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
要
望
を
受
け

て
来

年
、
中
国
針
灸
針
麻

日
本
学
術
机
無
倒
訪
中

の
実
現

に

つ
い
て
お
互

い
に
研
究
す

る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

五
、
中

国

国

際

旅

行

社

と

の

打

合

に

つ
い
て

協
会
訪
中
回
は
一月

八
日
午
前
十
時
半
か
ら
中
Ｎ
国

際
旅
行
社
を
訪
出
し
は
雨
冊
社
長
　
い
意
ｎ
女
史
と

会
談
し
ま
し
た
。

枕
公
か
ら
科
ヤ
　
技
術
ャ
が
科
ツ
拡
的
に
関
す

る

視
客
を
ｉ
た
る
日
的
に
し
旅
行
社

末
―

ス
で
中

Ｎ
を

訪
間
し
た

い
場
合
ど
う
か
、
ま
た
人
数

に
つ
い
て
も

一！
二
人
の
グ

ル
ー
プ
も
あ
る
し
ま
た
十
人
、
十
五

人
、
そ
れ
以
ｔ

の
グ

ル
ー
ノ
も
あ
る
場
合
や
相
物
、

比
虫
、
点
類
な
ど
採
舛
は
ど
う
か
と
の
円
合

せ
に
対

し
、
中
国
口
眸
旅
行
杜

か
ら
は
次

の
田
容
が
あ
り
ま

し
た
。

日
中
科
学
技
術
交
流
的
会
が
成
↓
し
て
両
国

の
科

≡
技
術
変
流

は
ま
す
ま
す
活
発

に
な
る
。
中
回
は
今
、

四

つ
の
現
代
化

に
と
り
く
ん
で
お
り
　
こ
れ
は
中
口

旧
際
体
行
社
Ｌ
し
て
い
、
■
な
仕
”

で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
中
国
国
際
旅
行
社
は
日
中
科
学
接
術
交
流

協
会
の
離
抗
で
旅
行
社
ヽ
―
ス
で
日
本
の
科
学
技

術
方
面
の
方
々
が
中
国
に
来
ら
れ
る
の
を
歓
迎
す

る
。人

数
は
少
人
数

で
も
よ

い
し
多
人
数

で
も

よ

い

日
本

の
科
学
者
が

一
人
で
中
国
の
静
か
な
避
暑
地

に
酵
墳
や
原
稿
を
書
き

に
こ
ら
れ
て
も
よ

い
。
た

だ
ま
だ
サ
ー
ビ

ス
が
不
足
し
て
い
る
の
で

一
人

の

場
合

は
そ
の
事
情

に
よ

っ
て
適
訳
を
考
え
る
。
値

段
は
総
合
恨
務
費
と

い
っ
て
信
、
食
、
交
、
通
訳

を
合
み
十
人
以
下
、
■
人
以
上
、
ま
た
、　
一
人
部

屋
、

二
人
部
，

に
よ

っ
て
違

っ
て
来

る
。
そ
れ

に

移
動

の
バ
行
機
、
汽
車
代
が
か
か
る
。
伯
物
等

の

採
取

は
中
国
科
学
院
と
相
談
し
て
研
究
す
る
。

我
々
中
国
国
際
旅
行
社

は
よ
協
会

に
出
来

る
か

ざ
り

の
協
力
を
し
た

い
と
思
う
の
で
脇
会

か
ら
要

求
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
手
紙
を
出
し
て
ほ
し

い
。

手
紙
は
直
接

で
も
よ

い
し
、
日
本

の
旅
行
社
を
通

し
て
も
よ

い
。

と
の
こ
と
で
し
た
。
会
員
各
位
か
ら

こ
の
よ
う
な

内
容

に
準
す

る
ご
要
聖
が
あ
り
ま
し
た
ら

ど
う
ぞ

事
務
局
に
ご
相
談
下
さ

い
。

Λ

題
字

「
む
連
絡
」
は
今
号
か
ら

「
自
中

科
学
技
術

貧
」
連
絡
と

に
い
た

し
ま

す
。


